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今月の掲載内容

・
仁
王
会

　「
国
家
安
穏
　万
民
豊
楽
」の
祈
り�

1

・
録
事�

2

・
宗
派
だ
よ
り�

3

・
末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り�

3

・
本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

・
醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

令
和
五
年
三
月
六
日
発
行

発
行
所
　
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

　
　
　
　
京
都
市
伏
見
区

　
　
　
　
　
醍
醐
東
大
路
町
二
十
二

　
　
　
　
電
話 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
〇
〇
二

仁
王
会
「
国
家
安
穏
　
万
民
豊
楽
」
の
祈
り

去
る
二
月
二
十
三
日
、「
京
都
に
春
を
告
げ
る
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
定
着
し
た
「
五
大
力
さ
ん
」、
正
式
に
は
五
大
力
尊
仁
王
会

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

仁
王
会
と
は
、『
仁
王
経
』
に
説
か
れ
る
五
大
力
菩
薩
（
金
剛

吼
菩
薩
、
龍
王
吼
菩
薩
、
無
畏
十
力
吼
菩
薩
、
雷
電
吼
菩
薩
、
無

量
力
吼
菩
薩
）
の
功
徳
を
た
た
え
、
国
家
の
安
泰
と
万
民
の
豊
楽

を
祈
る
法
会
で
す
。

『
仁
王
経
』
は
、『
法
華
経
』、『
金
光
明
経
』
と
と
も
に
、
鎮

護
国
家
の
三
部
経
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
経
典
で
す
。
仁
王
と
は

ま
さ
し
く
仁
（
有
徳
）
の
王
者
の
こ
と
で
、
経
典
で
は
、「
王
者

が
正
し
く
仏
法
を
守
る
な
ら
ば
、
五
大
力
菩
薩
が
そ
の
国
を
護

る
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
国
の
中
心
と
な
る
べ
き
人
が

仏
法
に
帰
依
し
、
事
を
正
し
く
行
え
ば
、
国
土
・
国
政
は
安
定
し
、

し
い
て
は
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
も
幸
福
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
説

い
た
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、中
国
で
は
古
く
か
ら
こ
の『
仁

王
経
』
を
人
々
に
説
き
広
め
る
こ
と
が
、
国
の
安
寧
を
も
た
ら
す

と
い
う
信
仰
の
も
と
、
仁
王
会
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本

に
も
弘
法
大
師
空
海
御
誕
生
以
前
か
ら
既
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

天
皇
ご
即
位
時
の
一
代
一
講
の
法
会
、
毎
年
の
春
秋
期
、
七
難
が

起
こ
っ
た
時
の
臨
時
法
会
と
、
幾
度
と
な
く
修
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

醍
醐
寺
に
お
い
て
は
開
山
聖
宝
尊
師
の
頃
よ
り
修
さ
れ
て
き
た
法

会
で
す
。

こ
の
『
仁
王
経
』
に
は
二
種
の
翻
訳
が
伝
来
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
つ
は
「
旧
訳
」
と
称
さ
れ
る
鳩
摩
羅
什
訳
『
佛
説
仁
王
般
若
波

羅
蜜
経
』、
一
つ
は
「
新
訳
」
と
称
さ
れ
る
不
空
三
蔵
訳
『
仁
王

護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
で
す
。
旧
訳
で
は
五
大
力
菩
薩
を
本
尊

と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
新
訳
で
は
『
金
剛
頂
経
』・
金
剛

界
曼
荼
羅
を
取
り
入
れ
て
金
剛
界
五
菩
薩
を
掲
げ
、
さ
ら
に
は
そ

の
注
釈
本
で
あ
る
『
仁
王
般
若
念
誦
儀
軌
』
に
お
い
て
五
大
明
王

に
置
き
換
え
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
不
空
三
蔵
の
新
訳
で
は
、
金

剛
界
五
菩
薩
が
正
法
輪
身
と
し
て
、
五
大
明
王
が
教
令
輪
身
と
し

て
本
尊
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
空
海
は
、
こ

の
二
種
の
輪
身
の
基
本
と
な
る
自
性
輪
身
の
五
佛
を
加
え
ま
す
。

そ
し
て
五
佛
、
五
菩
薩
・
五
大
明
王
な
ど
で
編
成
さ
れ
る
仁
王
経

曼
荼
羅
が
完
成
し
ま
す
。

こ
う
し
て
元
来
の
仁
王
会
は
、『
仁
王
経
』
を
百
人
の
僧
で
講

説
す
る
顕
教
系
の
法
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
次
第
に
、
旧
訳
の
五

大
力
菩
薩
を
講
説
す
る
系
譜
は
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
新
訳
に
基

づ
い
て
、
五
壇
法
や
四
種
法
、
大
法
を
修
し
、
陀
羅
尼
を
唱
え
る

と
い
っ
た
、
密
立
の
法
会
が
主
流
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
や
が

て
不
動
明
王
の
信
仰
の
広
が
り
と
と
も
に
、
仁
王
会
も
広
く
民
衆

の
信
仰
を
集
め
る
法
会
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
、
五
佛
・
五
菩
薩
・
五
明
王
の
い

ず
れ
を
本
尊
に
す
る
か
は
法
流
に
よ
っ
て
異
説
あ
り
ま
す
が
、
概

ね
廣
澤
方
は
般
若
菩
薩
を
本
尊
と
し
、
小
野
方
は
不
動
明
王
を
本

尊
と
し
、
醍
醐
に
お
い
て
は
般
若
菩
薩
を
自
性
輪
身
の
尊
（
他
流

で
は
正
法
輪
身
の
尊
と
さ
れ
る
）、
不
動
明
王
を
教
令
輪
身
の
尊

と
し
た
、
般
若
不
動
合
体
尊
を
本
尊
と
し
ま
す
。
よ
っ
て
醍
醐
寺

で
の
仁
王
会
の
五
大
尊
と
い
え
ば
、
五
大
力
菩
薩
で
あ
り
、
五
大

明
王
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
広
義
で
、
三
輪
身
説
に
依
っ
た
り
、

仁
王
経
曼
荼
羅
を
観
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
五
佛
・
五
菩
薩
も
含
ま

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

醍
醐
寺
の
仁
王
会
は
、
五
大
力
菩
薩
を
祀
り
『
仁
王
経
』
を
読

誦
し
、
大
壇
を
構
え
て
『
仁
王
経
法
』
を
修
し
、
陀
羅
尼
を
唱
え

る
と
い
っ
た
、
旧
訳
と
新
訳
の
形
態
を
組
み
合
わ
せ
た
法
会
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
開
山
大
師
の
頃
か
ら
続
い
て
い
る
国
家
安

寧
、
萬
民
豊
楽
の
祈
り
は
今
な
お
篤
信
の
皆
様
の
拠
り
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。

皆
様
が
一
年
、
心
に
力
を
も
っ
て
平
穏
無
事
で
幸
せ
に
暮
ら
せ

ま
す
よ
う
一
心
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
　
告
示
第
一
号

真
言
宗
醍
醐
派
一
般

　

宗
教
法
人
真
言
宗
醍
醐
派
規
則
第
二
章
第
六

節
及
び
同
宗
制
第
三
章
第
六
節
の
規
定
に
よ
り
、

来
る
三
月
十
四
日 

第
七
十
五
次
宗
会
を
宗
務

本
庁
に
招
集
す
る
。
会
期
は
二
日
間
と
す
る
。

　

右
記
、
告
示
す
る
。

　
　

令
和
五
年
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　

真
言
宗
醍
醐
派
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
僧
正　

仲
田
順
和
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2

▼
度
牒
授
与

　
　
修
験
籍

令
和
四
年
九
月
五
日

　
　
　

新　

潟�

森
本　

祐
源

▼
教
師
補
任

　
　
修
験
籍

令
和
四
年
九
月
五
日

　
　
　

権
律
師　
　
　

新　

潟�

森
本　

祐
源

▼
僧
階
昇
補

　
　
本
宗
籍

令
和
四
年
十
一
月
二
十
三
日

　
　
　

中
僧
正　
　
　

神
奈
川�

木
所　

弘
衆

　
　
　

中
僧
正　
　
　

静　

岡�

加
藤　

正
衆

　
　

権
中
僧
正　
　
　

神
奈
川�

木
所　

章
衆

　
　

権
中
僧
正　
　
　

神
奈
川�

木
所　

宥
和

　
　

権
少
僧
正　
　
　

大　

阪�

今
出　

真
龍

十
一
月
二
十
八
日

　
　
　

中
僧
正　
　
　

鹿
児
島�

丸
塚　

照
範

　
　
修
験
籍

令
和
四
年
十
一
月
二
十
三
日

　
　

権
少
僧
正　
　
　

東　

京�

塩
満　

宥
知

　
　

権
大
僧
都　
　
　

神
奈
川�

木
所　

宥
真

　
　

権
大
僧
都　
　
　

東　

京�

塩
満　

忠
衆

　
　
　

大
律
師　
　
　

東　

京�

塩
満　

宥
聡

　
　
　

大
律
師　
　
　

静　

岡�

加
藤　

宥
實

　
　
　

律　

師　
　
　

宮　

城�

杉
山　

宥
永

　
　
　

律　

師　
　
　

東　

京�

塩
満　

宥
稔

　
　
　

律　

師　
　
　

静　

岡�

加
藤　

光
衆

　
　
　

律　

師　
　
　

愛　

知�

上
西　

宥
由

▼
住
職
・
主
管
者
任
命

令
和
四
年
十
二
月
十
五
日

　
　
　

北
海
道�

淨
徳
寺　
　
　

地
山　

孝
胤

十
二
月
二
十
一
日

　
　
　

福　

岡�

新
勝
寺　
　
　

田
中　

祐
考

十
二
月
二
十
八
日

　
　
　

三
河
東
部�

法
林
寺　
　
　

大
江　

龍
賢

　
　
　

三
河
東
部�

法
嚴
寺　
　
　

大
江　

龍
賢

▼
住
職
・
主
管
者
退
任

令
和
四
年
十
二
月
十
五
日

　
　
　

北
海
道�

淨
徳
寺　
　
　

地
山　

敬
胤

十
二
月
二
十
一
日

　
　
　

福　

岡�

新
勝
寺　
　
　

岩
熊　

覚
照

▼
責
任
役
員
任
命

令
和
四
年
十
一
月
十
九
日

　
　
　

新　

潟�

成
就
院　
　
　

富
所　

明
昇

�

富
所
ヨ
シ
イ

十
二
月
二
十
一
日

　
　
　

福　

岡�

新
勝
寺　
　
　

大
原　

弘
敬

�

浅
井　

戒
仁

十
二
月
二
十
八
日

　
　
　

三
河
東
部�

法
林
寺　
　
　

大
江　

泰
枝

　
　
　

三
河
東
部�

法
嚴
寺　
　
　

大
江　

泰
枝

令
和
五
年
一
月
十
日

　
　
　

三　

重�

大
聖
院　
　
　

松
井　

洋
子

�

松
井　

秀
文

　
　
　

山　

口�

遍
照
院　
　
　

佐
々
木
里
惠

�

藤
原　

明
総

�

佐
々
木
恵
理
香

一
月
十
六
日

　
　
　

三　

重�

千
福
寺　
　
　

鈴
木　

美
希

�

鈴
木
亮
一
郎

�

鈴
木　

和
子

　
　
　

三　

重�
東
日
寺　
　
　

高
橋　

慶
親

�

高
橋　

弘
子

一
月
十
九
日

　
　
　

新　

潟�

眼
尚
院　
　
　

吉
井
ち
か
子

�
吉
井　

弘
智

一
月
二
十
一
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

聖
法
山
観
音
寺

�

川
北　

和
一

�

布
野
亜
希
枝

�

小
林　

義
光

�

山
﨑　

春
光

録
　
事

▼
総
代
委
嘱

令
和
四
年
十
二
月
二
十
一
日

　
　
　

福　

岡�

新
勝
寺　
　
　

大
久
保
龍
鎧

�

岩
熊　

大
貴

令
和
五
年
一
月
十
日

　
　
　

山　

口�

遍
照
院　
　
　

田
中　

晴
美

�

河
野
三
千
年

�

川
﨑　
　

勇

一
月
十
六
日

　
　
　

三　

重�

千
福
寺　
　
　

淺
野　

和
可

�

辻　
　

賀
正

�

若
林　

秀
雄

�

田
山　

壽
彦

�

増
田　

玲
子

　
　
　

三　

重�

東
日
寺　
　
　

伊
藤　
　

修

�

久
保　
　

正

�

駒
田　

敏
博

�

横
山　

哲
則

�

駒
田　

良
昭

一
月
二
十
一
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

聖
法
山
観
音
寺

�

辻　
　

範
修

�

石
川　

秀
圓

�

布
野
千
代
子

▼
承
認
・
証
明

令
和
四
年
十
二
月
二
十
九
日

　
　
　

北
海
道　
　
　

大
心
寺

�

庫
裡
別
棟
新
築
承
認
の
件

令
和
五
年
一
月
二
十
五
日

　
　
　

熊　

本　
　
　

本
蔵
院

　

�

本
堂
及
び
庫
裡
新
築
並
資
金
と
し
て
銀
行
借
入
承

認
の
件

▼
死
亡

令
和
五
年
一
月
十
一
日

　
　
　

宮　

城�

中
僧
都　
　
　

黒
田　

真
祐

（
同
日
付
に
て
大
僧
都
に
贈
補
）

一
月
十
四
日

　
　
　

大　

阪�

権
少
僧
都　
　

鎰
廣　

瑛
光

（
同
日
付
に
て
権
中
僧
都
に
贈
補
）
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親
授
式

　

令
和
四
年
九
月
二
十
九
日（
木
）
午
前
十
一
時
か
ら　

金
堂

�
徳
島

（直）　
　

持
正
院　
　
　
　

清
水　

理
恵　
　

大
阪

（直）　
国
分
寺
亀
乃
瀬
教
会　

久
米　

持
慧

　

令
和
四
年
十
月
二
十
九
日（
土
）
午
前
十
一
時
か
ら　

金
堂

　
　

山　

口　
　

小
南
寺　
　
　
　

川
野　

宗
久

　

令
和
五
年
一
月
二
十
九
日（
日
）
午
前
十
一
時
か
ら　

金
堂

�

北
海
道　
　

淨
徳
寺　
　
　
　

地
山　

孝
胤　
　

三
河
東
部　

法
嚴
寺　
　
　
　

大
江　

龍
賢

�

三
河
東
部　

法
林
寺　
　
　
　

大
江　

龍
賢　
　

福　

岡　
　

新
勝
寺　
　
　
　

田
中　

祐
考

醍
醐
寺
ア
カ
デ
ミ
ー
　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
テ
ン
プ
ル

　

令
和
五
年
一
月
二
十
一
日（
土
）

　

実
施
内
容　

法
話
・
作
務
・
食
事
・
歴
史
・
文
化
な
ど

　

参
加
者　

八
名

令
和
四
年
度
　
教
学
研
修
会
　

　

令
和
五
年
一
月
二
十
四
日（
火
）

講
義
内
容

　

午
前
の
部　
　
　

講
師
：
仲
田
順
英
総
務
部
長　
　
　
「
恵
印
法
流
に
つ
い
て
」

　

午
後
の
部　
　
　

講
師
：
藤
澤
寛
秀
醍
醐
寺
参
与

　
　

第
一
部
「
恵
印
法
要
次
第
の
来
歴
」　　
　
　
　
　

第
二
部
「
恵
印
声
明
に
つ
い
て
」

　
　

第
三
部
「
恵
印
法
要
の
所
作
に
つ
い
て
」

　

来
山
参
加
者　

六
名

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
者
（
ア
ー
カ
イ
ブ
視
聴
者
含
む
）　

三
十
四
名

御
修
法
新
年
総
会
お
よ
び
東
日
本
大
震
災
十
三
回
忌
慰
霊
法
要

　

令
和
五
年
一
月
二
十
五
日（
水
）
教
王
護
国
寺

小
委
員
会

　

令
和
五
年
一
月
二
十
七
日（
金
）
醍
醐
寺
研
修
棟

醍
醐
寺
文
化
財
仏
像
調
査

　

令
和
四
年
十
二
月
九
日（
金
）
～
十
二
月
十
一
日（
日
）　

醍
醐
寺
境
内

　

副
島　

弘
道 

氏
ほ
か
三
名

初
祈
祷
・
授
戒
会

　

令
和
五
年
一
月
五
日（
木
）　　

午
前
十
時　
　
　
　
　

柴
燈
大
護
摩　
　

伽
藍　

柴
燈
護
摩
道
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時
三
十
分　

授
戒
会　
　
　
　

伽
藍　

金
堂

初
聖
宝
会

　

令
和
五
年
一
月
六
日（
金
）　

午
前
十
一
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
醍
醐　

開
山
堂

後
七
日
御
修
法

　

令
和
五
年
一
月
八
日（
日
）　　

開
白

　
　
　
　
　

一
月
十
四
日（
土
）　

結
願

　
　
　
　
　

教
王
護
国
寺

　
　
　
　
　

供
僧
：
三
重
・
大
法
院　

住
職　

岩
鶴
密
雄
権
大
僧
正

　
　
　
　
　

承
仁
：
三
重　

服
部
快
芳

　
　
　
　
　

随
行
：
三
重　

田
村
眞
悠

醍
醐
寺
文
書
聖
教
指
定
調
査

　

令
和
五
年
一
月
十
六
日（
月
）
～
一
月
二
十
二
日（
日
）　

霊
宝
館

　

永
村　

眞 

氏
ほ
か
八
名

醍
醐
寺
霊
宝
館
企
画
展

　
「
醍
醐
寺
の
明
王
像
」

　

令
和
五
年
二
月
一
日（
水
）
～
二
月
二
十
八
日（
火
）　　

霊
宝
館

総
務
部
よ
り

　

寺
院
・
教
会
は
、
適
切
な
運
営
の
た
め
、
当
該
寺
院
・
教
会
規
則
に
基
づ
き
、
責
任
役
員
及
び
総

代
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
責
任
役
員
・
総
代
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、
選
定
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
任
期
満
了
に
な
ら
れ
る
寺
院
・
教
会
に
届
け
出
の
ご
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
速
や
か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

宗
費
賦
課
金
を
ご
納
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
だ
ご
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
な
る
べ
く
お
早
め
に
ご
納
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
※
納
入
期
限
は
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日（
金
）
と
な
り
ま
す
。

　
「
宗
費
割
当
額
報
告
書
」
を
未
提
出
の
宗
務
所
様
は
早
め
に
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

僧
階
昇
補
な
ど
の
各
種
申
請
や
手
続
き
の
際
に
は
、
宗
費
賦
課
金
の
未
納
金
が
ご
ざ
い
ま
す
と
手

続
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

各
種
お
支
払
い
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
学
部
よ
り

　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日（
火
）　

午
前
十
時　

醍
醐
山
伝
法
学
院　

第
九
十
一
回
生
卒
業
式

　

令
和
五
年
五
月
六
日（
土
）　

午
前
十
時　

醍
醐
山
伝
法
学
院　

第
九
十
二
回
生
入
学
式

　

令
和
五
年
五
月
十
日（
水
）　

三
宝
院
流
得
度
式　

三
宝
院
本
堂

　

教
学
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
の
ご
要
望
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
地
で
の
開
催
希
望
の
場
合
は
宗
務
所
単
位
や
、
あ
る
程
度
の
参
加
人
数
で
の
ご
相
談
と
な
り
ま

す
の
で
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
五
十
七
回 

京
の
冬
の
旅

　

主
催
：
京
都
市
／
㈳
京
都
市
観
光
協
会

　

醍
醐
寺
三
宝
院
公
開
・
醍
醐
寺
理
性
院
初
公
開

　

令
和
五
年
一
月
七
日（
土
）
～
三
月
十
九
日（
日
）

醍
醐
寺
霊
宝
館
春
期
特
別
展

「
さ
く
ら
舞
う
醍
醐
寺　

〜
太
閤
秀
吉
の
花
見
〜
」

　

令
和
五
年
三
月
二
十
日（
月
）
～
四
月
二
十
三
日（
日
）　

霊
宝
館

桜
　
会

　

令
和
五
年
四
月
一
日（
土
）　　

午
前
十
時　

開
白　

大
般
若
転
読
法
要　

伽
藍　

清
瀧
宮

　

令
和
五
年
四
月
十
五
日（
土
）　

午
前
十
時　

中
日　

恵
印
法
要　

醐
山
青
年
連
合
会　
伽
藍　
金
堂

　

令
和
五
年
四
月
二
十
一
日（
金
）午
前
十
時　

結
願　

柴
燈
大
護
摩　

伽
藍　

柴
燈
護
摩
道
場

釈
尊
降
誕
会

　

令
和
五
年
四
月
八
日（
土
）　　
　

午
前
十
時　

伽
藍　

真
如
三
昧
耶
堂

豊
太
閤
花
見
行
列

　

令
和
五
年
四
月
九
日（
日
）　　
　

午
後
一
時　
　
　
　

三
宝
院
・
伽
藍

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

宗
派
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ



　　 別冊　宗派だより　令和５年３月号
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和
光
印
刷
株
式
会
社

〒
6
0
4

－

0
8
5
7

京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
二
条
上
ル
東
側

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
1
2

－

5
5
9
0

https://w
w

w
.shoyeido.co.jp

松
　
栄
　
堂

〒
6
3
8

－

0
4
3
1

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
洞
川
2
3
5

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
4
7
）
6
4

－

0
0
4
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
4
7
）
6
4

－

0
0
7
0

大
峯
山
陀
羅
尼
助
丸

　
花
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変
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六
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下
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杉
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衣
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京
都
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町
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正
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南
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Ｔ
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今
井
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Ａ
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7
5
）
2
5
5

－

6
6
3
2

E-m
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林
勘
法
衣
店
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6
0
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8
0
2
9

京
都
市
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京
区
寺
町
通
五
条
上
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
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0
7
5
）
3
5
1

－

9
3
6
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Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
4
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－

5
5
0
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asa-bunseido.com

山
城
屋 

文
政
堂

　
藤
井
佐
兵
衛

〒
6
0
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－

0
9
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京
都
市
中
京
区
河
原
町
二
条
西
入
上
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Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
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7
5
）
2
2
1

－

3
3
4
8

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
2
1
1

－

1
8
5
8

上
田
法
衣
佛
具
店

〒
6
0
0

－

8
4
6
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京
都
市
下
京
区
堀
川
通
新
花
屋
町
角

（
西
本
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寺
前
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
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6
5

－

0
0
0
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（
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－

7
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フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
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0
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0
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－
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井
筒
法
衣
店

〒
6
0
4

－

8
2
7
4

京
都
市
中
京
区
小
川
通
三
条
上
ル
西
堂
町

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
0
8
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
0
3
8

E-m
ail oosum

ihoui@
gm

ail.com

大
住
法
衣
店

・
午
前
十
時
三
十
分
～
　
・
午
後
一
時
三
十
分
～

●
当
日
、
清
瀧
宮
拝
殿
に
て
写
経
さ
れ
た
方
は
、
五
重
大
塔

　

御
開
扉
法
要
中
（
約
一
時
間
）
に
、
写
経
を
奉
納
で
き
ま
す
。

●『
高
王
十
句
観
音
経
』
写
経
奉
納
料　
　
　

千
円

　

※
な
お
、
別
途
醍
醐
寺
拝
観
料
が
必
要
で
す
。

毎
月
二
十
九
日

国
宝
・
五
重
大
塔
御
開
扉
納
経
法
要

〒
6
0
0

－

8
4
5
3

京
都
市
下
京
区
万
寿
寺
西
洞
院
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
5
1

－

2
5
8
4

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
4
1

－

8
8
2
2

http://w
w

w
.tanakaiga.com

田
中
伊
雅
佛
具
店

醍醐寺売店　今月のおすすめ品
【醍醐寺オリジナル　フレグランスディフューザー】

内 容 量／小瓶2.3ml×6本
芳香時間／約1週間×6本
箱サイズ／ 50×345×15mm
販売価格／ 3,300円（税込）

満開のあとに儚く散る桜は、季節に対する感受性の象徴でも
あります。華やかに情緒的に香る桜をイメージしています。

https://daigoji-ugetsu.raku-uru.jp

お問い合わせ先　三宝院売店
TEL/FAX 075-571-0112

醍醐山伝法学院寮監募集
１　�僧籍を有する方で、健康で信仰心があり、後進の育成に努力
を惜しまない方

２　給与　１７万円以上
３　�住居を用意（山内居住の場合は居室を用意。また、通勤の場
合は交通費を一部支給）

４　休日は年間７５日、有給休暇法令通り付与
５　健康保険、厚生年金加入
６　勤務地は醍醐山伝法学院（修行道場）
　※寮監の他、僧侶職員も募集しております。
　※募集要項詳細はお問い合わせください。

京都市伏見区醍醐東大路町22　総本山　醍 醐 寺


